
                                                                                                      

 

 

  

 

           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

榎本佳樹の足跡をたどる探鳥会  シーズン２  第 1回 平林貯木場（住吉浦・平林埋立地）探鳥会             

第 1回 平林貯木場（住吉浦・平林埋立地）探鳥会 2024年 3月 30日（土） 
 9時 30分 ニュートラム平林駅 集合 12時 住之江公園内 解散 
 
 榎本佳樹が、大阪府内で一番よく通った場所が、淀川河口部とここ住吉 

浦（平林埋立地）でした。当時は、埋立途中で、ヨシ原や湿地が広がり 

シギ・チドリ類をはじめとする野鳥の一大生息地でした。 

 大阪の木材団地は元々西区にあったがその後大正区に移転、第二次世界大戦を経 

て、戦災と高潮災害により大正区が壊滅的な被害を受け、その復興のため立案され 

た大阪港復興計画により、大正区は内国貿易港区として整備され、一方、明治 39年 

から昭和 7 年までに埋め立てられた約 200haの平林地区は、戦後、その一部が野菜 

畑として利用されていただけで、土地の有効利用が望まれていたため、平林地区を 

近代的な貯木場として整備されることになり、昭和 23年から工事が進められ、昭和 

27年度から共用開始し、最後の 4号池は 35年度に着工、36年度から共用を開始。 

南洋材や米材が浮かぶ木材工業団地に生まれ変わりました。 

 後に、輸入木材において、原木よりも製品輸入の比率が高くなり、今では、貯木 

場の水面を輸入原木が埋め尽くす光景は見られなくなっています。今は、わずかに 

浮かぶ木材の上にカモやカモメなどの水鳥が休んでいます。 

   

  

 

住吉浦にて 昭和 11（1936）年 12月 63 歳当時 

 
「野鳥」1939 年 2 月号「鴨場グラフ」から複写引用 
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「ホームライフ」S14.5.1発行 大阪毎日新聞社 刊 より 



                                                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

住之江公園 

昭和 5年(1930）

に運動公園とし

て開園 

住之江抽水所 

せせらぎの里 

平林貯木場  
アオサギ営巣 

12 時 
解散
7 

9 時 30 分 

駅改札集合 

 

本日の探鳥コース      観察ポイント   鳥のいるところ  



                                                                                                      

住吉浦について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1959（昭和 34）年に発行された「大阪湾に渡来するシギ・チドリ類」（小林桂助著）に、南港埋立地と元の住吉

浦一帯に関して以下のような記述が残されている。 

 私は 1950 年 1 月以降大阪南港（東経 135°27′北緯 34°37′）に於て主としてシギ・チドリ類の「渡り」の調

査を続けて来た。この調査は更に継続中であるが、近年南港に続く元の住吉浦一帯も逐次開発されて、工場が建っ

たり、貯木場が出来て行くし、又南港自体も後述する通りその姿が全く変貌するのも遠い将来の事ではあるまい。

依ってここに 1956 年 12 月末迄の調査の結果を発表することにした。 

 大阪湾南港埋立地の位置及地形は図に示す通りである。大和川と住吉川とに挟まれた元の住吉浦の西端に位する

方約 1 粁(キロメートル)の埋立地であり・・・・ 

 南港橋迄に至る元住吉浦には

戦前には火薬庫が二か所あった。

堀と堤防とに依って囲まれ、付近

は一面ヨシ原と湿性植物の繁茂す

る荒地とで、立入る事を禁止され

ていたので、ここにも沢山のシギ

やチドりの類が渡来した。然し戦

後直ちに火薬庫は取りこわされ、

荒地やヨシ原は或は埋立てて工場

が立ち並び、又一部は更に掘り下

げて池となり、住吉川に閘門を開

く貯木場として利用される等環境

は全く一変した。今日ではシギ・

チドリ類の渡来地には到底なり得

ない所である。 

 

 

 

■大阪支部誕生のころ 第 2 代支部長 藤原廣蔵 記 抜粋 

住吉浦は南港埋立工事のなかった時分の木津川の河口と住吉川

の河口の合う、今は発電所のある付近で、現在では地形の想像も

出来ない程変ってしまった。 

 春秋のシギ、チドリは勿論、余り人の立ち入らない場所のた

め、コチドリ、シロチドリ、コアジサシ等のコロニーがあり、そ

の数たるや夥しいもので、その地域に入ると、どれかの巣を踏ま

ずに進むことは困難であった。カルガモ、バン、オオヨシキリな

どの巣も多く、舟を利用すると便利であった。 

榎本佳樹「野鳥便覧」下巻より 
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